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新たな表示制度に基づく告示案の概要 

○ 建築物の販売・賃貸時の省エネ性能表示にあたり、表示すべき事項、表示の方法そ

の他遵守すべき事項を告示で規定。 

① 表示すべき事項：エネルギー消費性能の多段階評価、耐熱性能の多段階評価（住宅の

み）、評価年月日 

② 表示の方法：告示により様式が規定されたラベルを用いて表示することとし、販売・賃貸時の

広告等での表示を想定。任意で表示できる事項として再エネ利用設備の有無、住宅の目安

光熱費、第三者評価マーク等を規定。 

③ 遵守すべき事項：多段階評価や目安光熱費の算出方法を定めるとともに、表示後に多段

階評価の結果が低下する省エネ性能の変更が生じた場合には、表示の修正が必要である旨

を規定。 

※販売・賃貸を事業として行う建築物が制度対象（その他の建築物についてはガイドラインに準拠し

た対応を推奨） 

※施工日以後に確認申請を行う建築物には告示に従った告示を求める（既存建築物については表

示を促進するが、勧告等の措置の対象にはしない） 

 

 

エネルギー消費性能 

✓★1 で省エネ基準適合、さらに★一つ増えることに 10％削減（最大★6 で 50％削減） 

✓太陽光発電に自家消費による削減分をみえる化 

目安光熱費 

✓設計上のエネルギー消費量と全国統一の燃料単価を用いて、年額の光熱費の目安額を算出 

✓消費者の誤認を招かないよう、実際の光熱費とは異なる旨を注記 

第三者評価 

✓BELS(第三者機関による審査・評価)の取得有無 

 

 
 

12月行事報告 

理事会は開催なし 

 

「大阪府からのお願い」 

新型コロナウイルス感染症拡大防止に 

向け対応について 

大阪府における新型コロナウイルス 

感染症の発生状況について 

新型コロナウイルス感染症 

年代別感染者数 

(令和 6年 1月 8日～1月 14日） 

男     女    合計 

０歳      48    36         84 

１～４歳   88     92     180 

５～９歳   84     51    135 

１０代    96     86     182 

２0代   105   107      212 

３０代    83      90    173 

４０代     96      94     190 

５０代     97    128      225 

６０代     64      82      146 

７０代    87       81      168 

８０代以上 93    103     196 

         941     950  1891 

） 



再エネ利用設備 

✓太陽光発電設備等の設置の有無 

断熱性能 

✓住宅品確法の断熱等性能等級 1～7 に相当する 7 段階で表示 

ZEH・ZEB水準 

✓2030 年度以降の新築で確保を目指す性能水準の達成状況 

ネット・ゼロ・エネルギー 

✓「ZEH」「ZEB」の達成状況（太陽光発電分を含む総量で評価） 

※第三者評価（BELS）の場合に表示可 

 

長期優良住宅法 

⓷認定基準 

a) 新築基準 

①住宅の長寿命化のために必要な条件（劣化対策/維持管理・更新の容易性/可変性

（共同住宅のみ）⓶社会的資産として求められる要件（高水準の省エネルギー性能、基

礎的なバリアフリー性能（共同住宅）⓷長く使っていくために必要な要件（維持保全計画

の提出）、④その他必要とされる要件（居住環境への配慮/住戸面積）について、長期優

良住宅認定基準が定められている。 

b) 増築・改築基準…平成 28年改正により追加 

法制定時に設けられた認定基準は新築住宅に係るものであり、既存住宅の増築・改築に係

る認定基準は整備されていない状態にあった。リフォームを実施し、性能向上・長期優良住

宅化した既存住宅を適切に評価する仕組みを整備するため、平成 28 年の告示改正によ

り、既存住宅の増築・改築に係る長期優良住宅認定基準が追加されることになった。 

＜一戸建ての住宅に適用される主な認定基準＞ 

 長期使用構造等とするための措置 

・ 劣化対象：劣化対象等級（構造躯体等）の等級 3 の基準（既存住宅）に適合し、 

かつ構造の種類に応じた基準（木造の場合：床下空間の有効高さ（330

ｍｍ以上）確保及び床下・小屋裏の点検口設置など）に適合すること。 

・ 耐震性  ： 耐震等級（倒壊等防止）の等級１の基準（既存住宅）に適合している又

は品確法に定める免震建築物であること。 

 ・ 維持管理・更新の容易性：原則として、維持管理対策等級（専用配管）の等級 3 に

適合する事。ただし一部の基準において将来的な更新を計画に位置付ける

場合、当該基準に適応しない。 

  ・ 省エネルギー性：断熱等性能等級の等級 4 の基準（既存住宅）に適合している、又

は、断熱等性能等級 3 の基準（既存住宅）かつ一次エネルギー消費量等

級の等級 4 の基準（既存住宅）に適合すること。 

            ※防露対策が確認できない範囲全てについて断熱改修を求めることは、 

既存住宅の性質上、過大な負担となる可能性があることから、増改築を 

伴わない箇所については、当該基準は適用されない。 

     ・ 住戸面積：少なくとも 1 の階の床面積が 40 ㎡以上（階段部分を除く面積）かつ、 

以下に適合すること。〔一戸建ての住宅〕７５㎡以上（2 人世帯の一般型 

誘導居住面積水準） 

 ・ 災害への配慮：令和 3 年の法改正により。認定基準に災害リスクに配慮する基準が追加

（災害の危険性が特に高いエリアを認定対象から除外等）されている。 

 維持保全の方法の基準 

・ 点検、調査。修繕及び改良の時期及び内容が長期優良住宅建築等計画に定められて

いること。既存住宅にあっては、「構造耐震力上主要な部分」「「雨水の浸入を防止数部

分「給水又は排水の設備」について、目視で確認した住宅の劣化の状況に応じた調査、修

繕又は改良の項目及び時期が定められたものであること。 

 

長期優良住宅に係る 

  認定制度の概要 

 

 

 

 

 

【編集後記】 

昨年 11 月より私の家の並びで新築

工事が始まった。15 坪の敷地で３階

建て、エレベータと太陽光発電をつけ、

長期優良住宅になるそうで、12月

31 日遅くまで工事をし、今年の早々

に工事が始まり朝 8：00～18：00

頃まで施工している。狭い 2ｍ私道に

3 台を止め住民が通るスペースを塞ぎ

当たり前のように。住んでいる私達はそ

の間、我慢しなければならないとは。 

少しは施工業者も配慮すべきと思う。 



       


